
    

京都市清水坂観光駐車場の運営について 

 

 当施設は、昭和 20 年代後半からの、京都への観光客の増加による清水寺周辺の交通渋滞への対策として、

昭和 27 年 4 月に設置され、周辺観光地における駐車需要に対応してまいりました。令和 6 年度には、利用

台数 111,109 台と多数の方々に当施設を御利用いただきました。 

 以下に示したとおり、当施設の運営は、施設の利用者の皆様からいただく駐車料金が、貴重な財源となっ

ております。 

 

京都市清水坂観光駐車場の収入と支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光熱水費、 
清掃代等の需用費 

230 円 

職員人件費 
190 円 

修繕費 
20 円 

駐車場使用料 
2,170 円 

駐車１台当たりの運営経費 ４４０円 

駐車１台当たりの収入 ２，１７０円 
総額約 2.4 億円 

総額約 0.5 億円 

いずれも概数 
10 円単位で四捨五入  

＜京都市清水坂観光駐車場の料金体系（令和 6 年度）＞ 

 

 〇一時利用（１日１回：バス（昼間）を除く） 

  バス（昼間:午前８時から午後５時まで）    2 時間まで 3,000 円 

以降 1 時間 1,500 円 

  バス（夜間: 午後５時から翌日の午前８時まで）              3,000 円 

  タクシー・ハイヤー                       1,280 円 

  自動二輪・原付                          410 円 

  自家用車等                           1,600 円 

 

〇定期駐車券（月ぎめ） 

 自家用車等                          18,850 円 

 

〇回数券 

  バス                             30,000 円（3,000 円券 11 枚つづり） 

  タクシー・ハイヤー                       1,920 円（1,280 円券 2 枚つづり） 

  自動二輪・原付                         4,100 円（410 円券 11 枚つづり） 

 

＜京都市清水坂観光駐車場の利用台数（令和 6 年度）＞ 

〇令和 6 年度の利用台数 111,109 台 

＜収入＞ 

＜支出＞ 

京都市では、各施設の運営がどのようになっている、税金がどのように使われているかを 
市民の皆さまに分かりやすくお伝えする取組を行っています。 

 施設の運営費は、利用者の負担（施設使用料）と公費負担（市民の皆様に納めていただく税金）
などにより賄われています。 
 施設運営の現状について「見える化」を進め、施設の状況に応じた収支改善の取組（維持管理コ
ストの見直し、施設の目的を踏まえた稼働率の向上、受益者負担の適正化等）を進めてまいります。 

〇指定管理者名（事業主体） 
京都市駐車場管理コンソーシアム 
代表者 （一財）京都市都市整備公社 TEL:３６１－７４３１ 

〇所管課名 
京都市建設局自転車政策推進室 TEL:２２２－３５６５ 



    

京都市銀閣寺観光駐車場の運営について 

 

 当施設は、昭和 20 年代後半からの、京都への観光客の増加による銀閣寺周辺の交通渋滞への対策として、

昭和 28 年 8 月に設置され、周辺観光地における駐車需要に対応してまいりました。令和 6 年度には、利用

台数 33,430 台と多数の方々に当施設を御利用いただきました。 

 以下に示したとおり、当施設の運営は、施設の利用者の皆様からいただく駐車料金が、貴重な財源となっ

ております。 

 

京都市銀閣寺観光駐車場の収入と支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 
10 円 

光熱水費、 
清掃代等の需用費 

590 円 

 
職員人件費 

180 円 

 
修繕費 
10 円 

駐車場使用料 
980 円 

駐車１台当たりの運営経費 ７９０円 

駐車１台当たりの収入   ９８０円 
総額約 3.3 千万円 

総額約 2.6 千万円 

いずれも概数 
10 円単位で四捨五入  

＜京都市銀閣寺観光駐車場の料金体系（令和 6 年度）＞ 

 

 〇一時利用（１日１回：バスを除く） 

  バス            2 時間まで 3,000 円 

以降 1 時間 1,500 円 

  タクシー・ハイヤー            830 円 

  自動二輪・原付               410 円 

  自家用車等                1,040 円 

 

〇定期駐車券（月ぎめ） 

 自家用車等               18,850 円 

 

〇回数券 

  バス                  30,000 円（3,000 円券 11 枚つづり） 

  タクシー・ハイヤー            1,250 円（830 円券 2 枚つづり） 

  自動二輪・原付              4,100 円（410 円券 11 枚つづり） 

 

 

＜京都市銀閣寺観光駐車場の利用台数（令和 6 年度）＞ 

〇令和 6 年度の利用台数 33,340 台 

＜収入＞ 

＜支出＞ 

〇指定管理者名（事業主体） 
京都市駐車場管理コンソーシアム 
代表者 （一財）京都市都市整備公社 TEL:３６１－７４３１ 

〇所管課名 
京都市建設局自転車政策推進室 TEL:２２２－３５６５ 

 施設の運営費は、利用者の負担（施設使用料）と公費負担（市民の皆様に納めていただく税金）などによ
り賄われています。 

施設運営の現状について「見える化」を進め、施設の状況に応じた収支改善の取組（維持管理コストの見
直し、施設の目的を踏まえた稼働率の向上、受益者負担の適正化等）を進めてまいります。 
 

京都市では、各施設の運営がどのようになっているか、税金がどのように使われているかを 
市民の皆さまに分かりやすくお伝えする取組を行っています。 



    

京都市嵐山観光駐車場の運営について 

 

 当施設は、昭和 20 年代後半からの、京都への観光客の増加による嵐山周辺の交通渋滞への対策として、

昭和 27 年 10 月に設置され、周辺観光地における駐車需要に対応してまいりました。令和 6年度には、利用

台数 80,858 台と多数の方々に当施設を御利用いただきました。 

 以下に示したとおり、当施設の運営は、施設の利用者の皆様からいただく駐車料金が、貴重な財源となっ

ております。 

 

京都市嵐山観光駐車場の収入と支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光熱水費、 
清掃代等の需用費 

250 円 

職員人件費 
150 円 

修繕費 
20 円 

駐車場使用料 
1,670 円 

駐車１台当たりの運営経費 ４２０円 

駐車１台当たりの収入 １，６７０円 
総額約 13.5 千万円 

総額約 3.4 千万円 

いずれも概数 
10 円単位で四捨五入  

＜京都市嵐山観光駐車場の料金体系（令和 6 年度）＞ 

 

 〇一時利用（１日１回：バスを除く） 

  バス            3 時間まで 3,000 円 

以降 1 時間 1,000 円 

  タクシー・ハイヤー            830 円 

  自動二輪・原付               410 円 

  自家用車等                1,040 円 

 

〇定期駐車券（月ぎめ） 

 自家用車等               18,850 円 

 

〇回数券 

  バス                  30,000 円（3,000 円券 11 枚つづり） 

  タクシー・ハイヤー            1,250 円（830 円券 2 枚つづり） 

  自動二輪・原付              4,100 円（410 円券 11 枚つづり） 

 

 

＜京都市嵐山観光駐車場の利用台数（令和 6 年度）＞ 

〇令和 6 年度の利用台数 80,858 台 

＜収入＞ 

＜支出＞ 

京都市では、各施設の運営がどのようになっているか、税金がどのように使われているかを 
市民の皆さまに分かりやすくお伝えする取組を行っています。 

 施設の運営費は、利用者の負担（施設使用料）と公費負担（市民の皆様に納めていただく税金）などによ
り賄われています。 

施設運営の現状について「見える化」を進め、施設の状況に応じた収支改善の取組（維持管理コストの見
直し、施設の目的を踏まえた稼働率の向上、受益者負担の適正化等）を進めてまいります。 
 

〇指定管理者名（事業主体） 
京都市駐車場管理コンソーシアム 
代表者 （一財）京都市都市整備公社 TEL:３６１－７４３１ 

〇所管課名 
京都市建設局自転車政策推進室 TEL:２２２－３５６５ 



    

京都市高雄観光駐車場の運営について 

 

 当施設は、昭和 20 年代後半からの、京都への観光客の増加による、特に紅葉シーズンにおける周辺の交

通渋滞への対策として、昭和 29 年 2月に設置され、周辺観光地における駐車需要に対応してまいりました。

令和 6 年度には、有料供用期間である 11 月の 1 箇月間で、利用台数 2,224 台と多数の方々に当施設を御利

用いただきました。 

 以下に示したとおり、当施設の運営は、施設の利用者の皆様からいただく駐車料金と、公費負担により賄

われています。 

 

京都市高雄観光駐車場の収入と支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 
140 円 

光熱水費、 
清掃代等の需用費 

2,700 円 

 
修繕費 
80 円 

駐車場使用料 
1,160 円 

駐車１台当たりの運営経費 ２，９２０円 

駐車１台当たりの収入 １，１６０円 総額約 2.6 百万円 

総額約 6.5 百万円 

いずれも概数 
10 円単位で四捨五入  

＜京都市高雄観光駐車場の料金体系（令和 6 年度）＞ 

 

 〇一時利用（１日１回） 

  バス            3,000 円 

  タクシー・ハイヤー       830 円 

  自動二輪・原付          410 円 

  自家用車等           1,040 円 

 

〇定期駐車券（月ぎめ） 

 自家用車等          18,850 円 

 

〇回数券 

  バス             30,000 円（3,000 円券 11 枚つづり） 

  タクシー・ハイヤー       1,250 円（830 円券 2 枚つづり） 

  自動二輪・原付         4,100 円（410 円券 11 枚つづり） 

 

 

＜京都市高雄観光駐車場の利用台数（令和 6 年度）＞ ※11 月のみ 

〇令和 6 年度の利用台数 2,224 台 

＜収入＞ 

＜支出＞ 

 施設の運営費は、利用者の負担（施設使用料）と公費負担（市民の皆様に納めていただく税金）などによ
り賄われています。 

施設運営の現状について「見える化」を進め、施設の状況に応じた収支改善の取組（維持管理コストの見
直し、施設の目的を踏まえた稼働率の向上、受益者負担の適正化等）を進めてまいります。 
 

京都市では、各施設の運営がどのようになっているか、税金がどのように使われているかを 
市民の皆さまに分かりやすくお伝えする取組を行っています。 

〇指定管理者名（事業主体） 
京都市駐車場管理コンソーシアム 
代表者 （一財）京都市都市整備公社 TEL:３６１－７４３１ 

〇所管課名 
京都市建設局自転車政策推進室 TEL:２２２－３５６５ 

※支出との差額 1,760 円については、他の駐車場の使用料収入で負担。 



    

京都市円山駐車場の運営について 

 

 当施設は、昭和 30 年代頃からの、自動車保有台数の飛躍的な増加に伴う交通渋滞や事故の増加という新

しい社会問題への対策として、昭和 46 年 8 月に設置され、市内における駐車需要に対応してまいりました。

令和 6年度には、利用台数 52,417 台と多数の方々に当施設を御利用いただきました。 

 以下に示したとおり、当施設の運営は、施設の利用者の皆様からいただく駐車料金が、貴重な財源となっ

ております。 

 

京都市円山駐車場の収入と支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 
110 円 

光熱水費、 
清掃代等の需用費 

500 円 

職員人件
費 

70 円 

修繕費 
190 円 

駐車場使用料 
1,040 円 

駐車１台当たりの運営経費 ８７０円 

駐車１台当たりの収入 １，０４０円 
総額約 5.5 千万円 

総額約 4.6 千万円 

いずれも概数 
10 円単位で四捨五入  

 
＜京都市円山駐車場の料金体系（令和 6 年度）＞ 

 

 〇一時利用（30 分までごと） 

  自動二輪・原付      100 円（平日：12 時間までごと 500 円） 

  自家用車等        300 円（平日：12 時間までごと 1,500 円） 

 

〇定期駐車券（月ぎめ） 

 自動二輪・原付 （午前 8 時～午後 8 時）   10,470 円 

 （午後 4 時～翌午前 5 時）     7,430 円 

 （午後 5 時～翌午前 10 時）    9,110 円 

 （午前 0 時～午後 12 時）     15,810 円 

 （平日午前 8 時～午後 8 時）   8,270 円 

 （平日午前 0 時～午後 12 時） 13,510 円 

 

自家用車等   （午前 8 時～午後 8 時）      31,420 円 

 （午後 4 時～翌日午前 5 時）  22,000 円 

 （午後 5 時～翌日午前 10 時） 27,230 円 

 （午前 0 時～午後 12 時）     47,140 円 

 （平日午前 8 時～午後 8 時）  25,140 円 

 （平日午前 0 時～午後 12 時） 40,850 円 

 

＜京都市円山駐車場の利用台数（令和 6 年度）＞ 

〇令和 6 年度の利用台数 52,417 台 

＜収入＞ 

＜支出＞ 

京都市では、各施設の運営がどのようになっているか、税金がどのように使われているかを 
市民の皆さまに分かりやすくお伝えする取組を行っています。 

 施設の運営費は、利用者の負担（施設使用料）と公費負担（市民の皆様に納めていただく税金）などによ
り賄われています。 

施設運営の現状について「見える化」を進め、施設の状況に応じた収支改善の取組（維持管理コストの見
直し、施設の目的を踏まえた稼働率の向上、受益者負担の適正化等）を進めてまいります。 
 

〇指定管理者名（事業主体） 
京都市駐車場管理コンソーシアム 
代表者 （一財）京都市都市整備公社 TEL:３６１－７４３１ 

〇所管課名 
京都市建設局自転車政策推進室 TEL:２２２－３５６５ 



    

京都市出町駐車場の運営について 

 

 当施設は、本市中心部の駐車場不足・交通混雑の解消を図るとともに、都心部の再生、活性化に寄与する

駐車場として、平成 9 年 2 月に設置され、市内における駐車需要に対応してまいりました。令和 6 年度に

は、利用台数 117,071 台と多数の方々に当施設を御利用いただきました。 

 以下に示したとおり、当施設の運営は、施設の利用者の皆様からいただく駐車料金が、貴重な財源となっ

ております。 

京都市出町駐車場の収入と支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光熱水費、清掃代等の需用費 
290 円 

職員人件費 
90 円 

修繕費 
330 円 

駐車場使用料 
470 円 

駐車１台当たりの運営経費 ７１０円 

駐車１台当たりの収入   ４７０円 総額約 5.5 千万円 

総額約 8.3 千万円 

いずれも概数 
10 円単位で四捨五入  

 
＜京都市出町駐車場の料金体系（令和 6 年度）＞ 

 〇一時利用（昼間：午前 4 時 30 分～翌午前 1 時、夜間：午後 9 時～翌午前 4 時 30 分） 

  自動二輪、原付（昼間）        30 分／ 60 円（上限  500 円） 

         （夜間）              500 円 

  自家用車等  （昼間）        30 分／150 円（上限 1,250 円） 

         （夜間）              1,250 円 

    自転車             1 日 1 回 150 円（令和 5 年 6 月 30 日まで） 

入庫後  最初の 30 分          無料 

3 時間まで         100 円 

10 時間まで         150 円   （令和 5 年 7 月 1 日改定） 

24 時間まで         200 円 

以降 24 時間までごと 200 円 

〇定期駐車券（月ぎめ） 

 自動二輪                    9,420 円 

原付                      5,760 円 

自家用車等（午前 4 時 30 分～翌午前 1 時） 18,850 円         

（午後 5 時     ～翌午前 10 時）  9,420 円 

自転車                 一般 2,820 円、学生･障害者等 2,610 円 

〇回数券･前払い式駐車券 

  自転車          150 円券 11 枚綴り 1,500 円（令和 5 年 6 月 30 日まで） 

              3,000 円券        2,700 円（令和 5 年 7 月 1 日改定） 

＜京都市出町駐車場の利用台数（令和 6 年度）＞ 

〇令和 6 年度の利用台数 117,071 台 

＜収入＞ 

＜支出＞ 

京都市では、各施設の運営がどのようになっているか、税金がどのように使われているかを 
市民の皆さまに分かりやすくお伝えする取組を行っています。 

 施設の運営費は、利用者の負担（施設使用料）と公費負担（市民の皆様に納めていただく税金）などによ
り賄われています。 

施設運営の現状について「見える化」を進め、施設の状況に応じた収支改善の取組（維持管理コストの見
直し、施設の目的を踏まえた稼働率の向上、受益者負担の適正化等）を進めてまいります。 
 

〇指定管理者名（事業主体） 
京都市駐車場管理コンソーシアム 
代表者 （一財）京都市都市整備公社 TEL:３６１－７４３１ 

〇所管課名 
京都市建設局自転車政策推進室 TEL:２２２－３５６５ 

※支出との差額 240 円については、他の駐車場の使用料収入で負担。 



    

京都市鴨東駐車場の運営について 

 

 当施設は、京阪電鉄の地下化工事と、これに関連する都市計画街路鴨東線の建設に伴う疏水駐車場の廃止

に伴う代替駐車場として、地域の皆様の要望もいただき、昭和 54 年 1 月に設置され、市内における駐車需

要に対応してまいりました。令和 6 年度には、利用台数 60,256 台と多数の方々に当施設を御利用いただき

ました。 

 以下に示したとおり、当施設の運営は、施設の利用者の皆様からいただく駐車料金が、貴重な財源となっ

ております。 

 

京都市鴨東駐車場の収入と支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 
10 円 

光熱水費、 
清掃代等の需用費 

320 円 

職員人件費 
550 円 

修繕費 
950 円 

駐車場使用料 
1,260 円 

駐車１台当たりの運営経費 １,８３０円 

駐車１台当たりの収入 １，２６０円 
総額約 0.8 億円 

総額約 1.1 億円 

いずれも概数 
10 円単位で四捨五入  

 
＜京都市鴨東駐車場の料金体系（令和 6 年度）＞ 

 

 〇一時利用 

  自家用車等（午前 0 時～2 時、午前 7 時～午後 12 時）  30 分／230 円 

（午前 2 時～7 時）                      1 時間／230 円 

（24 時間券）                   3,980 円 

（ 時間帯券（午後 8 時～翌日午前 3 時））    1,570 円 

 

 

〇定期駐車券（月ぎめ） 

 自家用車等（午前 8 時～午後 8 時）                      31,420 円 

（午後 6 時～翌午前 8 時）                    31,420 円 

（午前 0 時～午後 12 時）                     47,140 円 

（午前 0 時～午後 12 時、平日）               40,850 円 

 

 

＜京都市鴨東駐車場の利用台数（令和 6 年度）＞ 

〇令和 6 年度の利用台数 60,256 台 

＜収入＞ 

＜支出＞ 

〇指定管理者名（事業主体） 
（一財）京都市都市整備公社 TEL:３６１－７４３１ 

〇所管課名 
京都市建設局自転車政策推進室 TEL:２２２－３５６５ 

 施設の運営費は、利用者の負担（施設使用料）と公費負担（市民の皆様に納めていただく税金）などによ
り賄われています。 

施設運営の現状について「見える化」を進め、施設の状況に応じた収支改善の取組（維持管理コストの見
直し、施設の目的を踏まえた稼働率の向上、受益者負担の適正化等）を進めてまいります。 
 

京都市では、各施設の運営がどのようになっているか、税金がどのように使われているかを 
市民の皆さまに分かりやすくお伝えする取組を行っています。 

※支出との差額 570 円については、他の駐車場の使用料収入で負担。 


